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園庭における遊びと自然環境に対する保育者の意識について 
―富山県の幼稚園・保育所のアンケート結果から― 
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はじめに 

 

子どもの遊びを観察すると、実に様々な形で自己表現を繰り返し、そのプロセスでは素材や道

具類、友達や大人とのかかわりが子どもの表現に影響を与えていることが経験的に明らかである。

就学前の子どもの遊びは屋内・屋外問わず展開され、遊びとそれに伴う表現活動はあらゆる環境

からの刺激と密接につながっている。 

しかし、近年は幼児・児童への犯罪も多発し、子どもたちが安心して戸外で遊ぶことができな

い状況も見受けられる。家庭では玩具やゲームが溢れ、遊び場の不足などで、都市部を中心に室

内での遊びが増加している。最近の調査では、「よく遊ぶ」が最も多い場所は「自宅」で 95.1%、

次いで「児童館や児童公園などの公共の遊び場」が 15.1%という報告がなされており 1)、屋外で

思い切り遊んだり、直接自然と触れ合ったりする機会が少ないことがわかる。 

一方、保育所や幼稚園での遊びに目を向けると、保育者は子どもが表現する喜びや充実感を味

わえるような保育環境を日々計画的に整える努力をしており、屋内での遊び、園庭での遊びとも

に、時間的・空間的にある程度保障されていることが推察できる。近年、保育所等が守るべき施

設の最低基準についての議論がなされているが、家庭や地域での遊び場が減少している中で、保

育所・幼稚園での生活や遊びの場を保障することは、いや増して必要になるのではないだろうか。 

さて、ここで園庭での自然環境にかかわる遊びに着目すると、これまで、およそ次のような様

子が見受けられた。砂場の中にぐっと手を入れて、砂の質感やひやっとした温度を楽しむなどの

「感触を楽しむ」遊び、雨粒が落ちたときの水たまりの波紋を見るなどの「視覚的な変化を楽し

む」遊び、石を池に落としたときや、枝と枝を鳴らすなどの「音を楽しむ」遊び、ハーブでジュ

ースを作るなどの「匂いを楽しむ」遊び、赤土を乾かして固くして遊ぶなど、質感を変化させて

「触覚的な変化を楽しむ」遊びなどがある。これらの遊びは、言うまでもなく五感に基づく感覚

的な要素が強い遊びであり、単独でそのものを楽しむ場合もあれば、遊びとして表現の過程で現
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れる場合もある。それ以外には、砂場で山や川を作る、土や葉っぱや小枝でケーキを作るなどの

「具体的にイメージしたものを作る」遊び、たまたまできた物でお店屋さんごっこに発展したり、

始めから団子屋さんをしようとして泥団子を作ったりするなどの「ごっこ遊びに必要な物を作る」

遊びがある。これらの遊びは、思いや考えを具体的な形にする要素が強い遊びであると言えよう。 

 横山 (2004)2)の研究によると、園庭は、自然と向き合いながら生きるための力を育てる貴重な

場であり、自然環境を取り入れた園庭は、地形、規模、形態、素材等の環境構成要素により多様

な遊びの場を提供していること、幼児の主体的遊び環境として、自然環境型遊び空間をもつ園庭

は、築山のある場、起伏のある場、樹木のある場、水のある場があり、それらが複合的に構成さ

れ、遊びのきっかけや拠点を見出して、多様な遊び場を提供する冒険的遊び空間として幼児に働

きかけていること、自然環境要素で構成された園庭は、単に機能性を優先した限定的な遊び空間

ではなく、幼児自ら主体的に遊びの発見、創造、拡がりを促す遊び空間であり、幼児の体力と感

性を育む遊び環境となっていることなどが言及されている。さらに、自然環境型の園庭は、遊具・

道具性を強く発信している既設の遊具以外に多様な遊びの場が拡がり、その誘発要因の多くは素

材・素形性、自然性、回遊性であり、それは遊びの創出へと繋がって、樹木、築山、小屋、遊具

等の配置や活用が効果的に働いていること、自然環境型の園庭における遊びの場は、空間規模よ

り自然環境によって有効性を発揮すること、などが報告されている。また現在は、自然に親しむ

保育による「育つ力」の実証研究 (田尻 2009～) など、様々な切り口から保育所や幼稚園での自

然を通した保育について検討がなされている状況である。 

以上のことからも、園庭での遊びは子どもたちの育ちにとって有用な可能性を秘めており、そ

こで展開される遊びも様々な要素がかかわり合って生み出されていることが推察できる。自然材

を利用した遊びも物的環境の側面からみると、素材同士が相互にかかわりあって成り立っている

遊びと言えるだろう。保育所や幼稚園の園庭には遊びの多様な要素が存在しながらも、それらの

環境が子どもたちの園生活に受け入れられ、遊びに十分生かされているかという視点については、

検討の余地があると感じている。なお、自然材とは、風や光も含め、子どもの遊びの中でみられ

る自然の材とする 3)。 

 

研究の目的と内容 

 

子どもにとっての保育環境は、前述したように、人的環境、物的・空間的環境、それらを取り

巻く社会環境すべてがかかわっている。谷田 (2005) は、保育の分野での環境を物的環境 (社会

環境、自然環境、園内の設備、教材、素材) と心理的環境 (主として人間関係、雰囲気など) と

に大別している 4)。本研究では、園庭での物的環境の中でも特に自然材に目を向け、保育所や幼

稚園での自然遊びの現状と保育者の自然環境に対する意識についての概観をつかむことにした。

長期的には子どもの育ちにつながる自然材の可能性や園庭という空間をさらに生かしていく方向

性を探ることができればと考えている。もちろん、保育所や幼稚園での自然遊びを考察しようと

する場合、子どもの感性 5) や目的意識、保育者自身の自然遊びの経験、職場の理念にかかわる保

育計画などの視点も関連することが予想されるが、本研究では自然材を窓口に、主に①子どもの

遊びによく用いられる自然材とその理由、②園庭の物的環境 (設置率)、③自然遊びの意義につい
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ての保育者の意識、およびこれらの項目間の関連について考察する。 

 

研究の対象と方法 

 

調査対象は、富山県内の全保育所・幼稚園 415 ヶ所である。「自然遊びに関するアンケート」

を郵送法により実施した(図 1)。調査期間(回収期間)は平成 19 年 8 月 25 日から 10 月中旬、回収

数は 309 (回収率 74.4％)であった。アンケート記入に際しては、担任保育者に記入願う旨、依頼

文に添えた。また、アンケート集計結果の返送希望数は 211 (68.2%)であったが、富山県の保育

の現状を共有する意図で、簡単な集計結果を 2008 年 3 月・4 月に全保育所・幼稚園 415 ヵ所に

送付した。なお、アンケートでは、水、砂・土、草花や木、風、光、石、雪についての表記を回

答者にわかりやすいよう「自然物」としているが、本研究では「自然材」として分析し、記述す

る。統計学的検討には、χ2独立性検定(Chi-square test for independence)、ピアソンの相関係数

(Pearson's correlation coefficient)を用いた。 

 

  

図 1 自然遊びに関するアンケート 

 

（１） 回答者の基本属性 

 回答者の性別は、男性 12 名(3.9%)、女性 290 名(93.9%)、不明 7 名(2.3%) 、年齢については、

20代48名(15.5%)、30代54名(17.5%)、40代89名(28.8%)、50代112名(36.2%)、60代3名(1.0%)、

不明 3 名(1.0%)であった。また、担当については重複回答とし、未満児担当 23 名(7.4%)、年少児
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地域 施設数 回収数 回収率 地域 施設数 回収数 回収率

富山市 133 118 88.7% 滑川市 17 12 70.5%

高岡市 59 34 57.6% 小矢部市 15 9 60.0%

射水市 32 25 78.1% 立山町 12 9 75.0%

南砺市 32 23 71.8% 上市町 10 8 80.0%

砺波市 22 18 81.8% 入善町 14 8 80.0%

氷見市 22 15 68.1% 朝日町 6 2 33.3%

魚津市 20 14 70.0% 舟橋村 1 1 100.0%

黒部市 19 13 68.4%

※施設数は2007年8月現在の保育所（園）・幼稚園数

担当 72 名(23.3%)、年中児担当 74 名(23.9%)、年長児担当 94 名(30.4%)、その他 97 名(31.4%)、

不明 13 名(1.4%)であった。その他については、添え書きで 2～4 歳児 10 名、3・4 歳児 12 名な

どの回答があったことから、保育所での縦割り保育における複数学年担当者も含まれる。 

回答者の年代と担当学年については、担当の項目において重複回答及び不明であった回答者を

除外し、内訳を図 2 に示した。全回答者の 85.4%の内訳となるが、年長児担任が多く、担当学年

別では、未満児・年少児・年長児で 40 代が多い。年中児では 20 代・30 代が 5 割を超えている。

なお、学年別のクラス編成は、幼稚園で多いと思われる。保育者の年代別データに関する分析は

図 10 に関連して後述する。 

地域ごとの回収数・回収率については、表 1 のように、10 市 4 町 1 村からの回答となった。

地域によって回収率に著しい偏りはみられず、富山県内全域における保育所・幼稚園の実態をほ

ぼ反映した調査結果が得られたものと考える。また、後述する「4 結果と考察」において、草

花や木、雪、風、光の遊びについて触れるため、参考までに富山県の自然についての簡単な概況

を述べておくと、自然の豊かさを知る目安である植生自然度が本州一であり、四季を通して降 

水量が多い。対馬暖流の影響で冬で

も気温が氷点下になる日は少なく、

太平洋側のように木枯らしが吹くこ

ともない。11 月～3 月は東京に比べ

て日照時間が少なくなるが、4 月～

10 月にかけてはむしろ多くなる。特

別豪雪地帯の立山町を擁するが、平

野部の積雪は意外に少ない 6)。 

 

（２）施設の種別 

 回答のあった施設種別をみると、

公立 188 ヵ所、私立 115 ヵ所、不明

6 ヵ所 で、保育所 234 ヵ所、幼稚園

72ヵ所、不明3ヵ所であった。また、

属性をより詳しくみると、公立保育

所 153 ヵ所、私立保育所 76 ヵ所、

公立幼稚園 34 ヵ所、私立幼稚園 38

ヵ所、不明 8 ヵ所という集計結果で

あった。アンケート送付総数は保育

所 319 ヵ所、幼稚園 96 ヵ所であり、

回答のあった保育所・幼稚園比 

(3.2:1) からみると、ほぼ同率であっ

た。 

 

 

図 2 回答者（保育者）の年代と担当学年

表 1 回答のあった地域と富山県の 

保育所・幼稚園数（市町村別） 
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結果と考察 

 

（１）施設でよくみられる自然材の遊び 

 子どもの遊びによく用いられる自然材については複数回答としたが、9 割以上の保育者が「砂・

土」「水」「草花や木」「雪」を選んだ。 内訳を見ると、「砂・土」は 100.0%、「水」は 98.4%、「草

花や木」は 96.1%、「雪」は 90.6%であった。「石」「風」「光」はそれぞれ 41.2%、37.3%、18.2%

と低率であった。石については、見立て遊びや構成遊びの記述が多く見られたが、危険が伴う場

合が考えられる。風や光については固体や液体ではないため子どもがとらえにくく、そのもので

直接遊ぶというよりは利用して遊ぶという特性をもつ。記述でも風車や影踏みが大半を占めた。 

特によく用いられる自然材については上位 3 つの回答としたが、「砂・土」が 99.3%と群を抜

いた。これは後でも触れるが、かつて砂場の設置が幼稚園設置基準で義務づけられていた 7)こと

で、砂場の設置率が高いこと、富山県の保育において砂遊びが子どもの発達をうながすという理

念の定着が要因と思われる。次いで、「水」が 88.5%、「草花や木」が 82.6%と続いた。保育所で

は幼稚園よりも衛生面に留意する傾向にあると感じていたが、砂・土遊びをすることと衛生面に

留意することとは別次元の問題であることが推察できる。(6)で触れるアンケート結果でも、「衛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 3 子どもの遊びによく用いられる  

     自然材（保育所／幼稚園） 

図 4 子どもの遊びによく用いられる 

  自然材（公立／私立） 

図 5 特によく用いられる自然材 

（保育所／幼稚園） 

図 6 特によく用いられる自然材 

（公立／私立） 
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生面が気になるので、汚れないように遊ばせるのがよい」と答えた保育者は 0 名であった。子ど

もの遊びによく用いられる自然材、特によく用いられる自然材について、保育所・幼稚園別、公

立・私立で比較したところ、両者とも有意差は認められなかったことから、施設種別において子

どもの自然遊びの傾向には大差ないとみることもできる(図 3～図 6 χ2検定、n.s. )。 

 

（２） よくみられる遊びの理由 

 アンケートでは、よくみられる遊びの理由として、「ア 保育所や幼稚園にそのような環境が整

っているから」「イ 保育所や幼稚園以外の環境によく出かけて行って遊ぶから」「ウ 保育者が

その自然物を積極的に準備し、保育に取り入れているから」「エ 子どもが扱いやすい素材だから」

「オ その他」から選択する方式をとった（複数回答）。項目の選定は筆者の経験によるものであ

り、園庭の物的環境の影響や保育者の自然遊びに対する援助の意識、子どもの表現にかかわるも

のとして意識的に挙げた。「砂・土」「水」「草花や木」「雪」については、いずれもアの理由

が 1 位を占めた。次いで、「砂・土」「水」はエ、「草花や木」「雪」はウを選んだ保育者が多

かった。これは、「砂・土」は可塑性に富んだ特性があり、季節を選ばず比較的どこにでもある

自然材であり、「水」も多様な操作が可能であること、「草花や木」「雪」は季節に大きく影響

し変化がある自然材であることから、保育者が意識しないと保育に取り入れにくいことが考えら

れる。また、「草や木」については、他の自然材と比べてイの理由が多いことから、園庭にはな

い、地域の自然環境を活かした保育に取り組んでいる様子がわかる。 

 

（３） 園庭の物的環境 

 かつて、保育所や幼稚園はそれぞれ児童福祉施設最低基準と幼稚園設置基準において、滑り台、

ブランコ、砂遊び場は備えなければならない園具・教具として義務づけられていた。幼稚園に限

って言えば、水遊び場、手洗用設備、足洗用設備は現在でも基準に相当する。また、幼稚園では

運動場の面積が学級数で、満２歳以上の幼児を入所させる保育所では屋外遊戯場の面積が幼児1

人につき定められ、園庭に相当する場については幼稚園の方が若干広い基準となっている。近年、

設置基準の一部改正により規定は大綱化されてはいるが、これらの現状を踏まえて考察する必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8  園庭の物的環境（設置率） 

 （公立／私立） 

図 7  園庭の物的環境（設置率） 

  （保育所／幼稚園） 
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がある。保育所と幼稚園を比較すると、手洗い場・うんてい (p<.05)、川・池 (p<.001)では有意

差が認められ、幼稚園の設置率が有意に高かった(図7)。うんていや川、池などは、乳児がいる保

育所では危険性も高く、また幼児期の心身の発達にふさわしい環境であるととらえている園が多

いのではないかと考える。公立と私立で比較すると、ブランコ、大木について有意差が認められ、

公立の設置率が有意に高く、興味深い(図8  p<.01) 。全国私立幼稚園でのブランコ設置率は平成

13年現在で80%弱であり、保育者代表、設置者、園長ともに95%が必要と答えている8)。その第

一の理由は「子どもが好きであるから」であるが、ケガや事故が起こりやすい固定遊具の有用性

は園によって意識の差が大きいととらえている。 

 

（４） 自然と触れ合って遊ぶことに関する保育者の意識 

該当率が高い順に、「心身が解放され、 

安定する」「感性が豊かになる」「自然

を大切にする心が育まれる」「五感が研

ぎ澄まされる」という結果となった。思

考や技能にかかわる項目よりも情緒や感

性の育ちにかかわる項目が群を抜いた。

また、アンケートでは 12 項目から 5 項

目を選択する方式をとった。この意図は、

上記の 4 項目は選択されるだろうとの予

想のもと、あと 1 項目の選択について結

果を得ようというものであった。予想さ

れたのは、「様々な表現方法が身に付く」

「科学的な目が養われる」「造形的な技

術が身に付く」のうちからの 1 項目であ

る。分析の結果、「様々な表現方法」「科

学的な視点」はほぼ同数で、次いで「造

形的な技術」であった。保育所と幼稚園

では、「造形的な技術」で有意差が認め

られ(図 9 p<.01)、新たな現状をつかむ

ことができた。 

また、公立と私立では有意差は認めら

れず、年代別の比較では「科学的な視点」

「様々な表現方法」で有意差が認められ

た(図 10  p<.001、 p<.01)。「科学的な

視点」は若年層で低く、「様々な表現方

法」は若年層で高い傾向となった。これ

は、目に見える子どもの表現は経験の浅

い若年層であってもとらえやすく、表現 

図 9 自然遊びの意義に関する保育者の意識 

     （保育所／幼稚園） 

図 10  自然遊びの意義に関する保育者の意識

（回答者の年代別） 
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するために大切な要素が自然と触れ合う中にあると感じているためではないかと考える。また、

年齢を経るにしたがい、自然環境を通した経験が積み重なり、子どもの遊びを科学的な視点から

もとらえられるようになるためではないだろうか。なお、60 代は 3 名と少数であったため、50

代とデータを結合して検討した。 

興味深かったのは、(2)で挙げた「砂・土」の遊びがよくみられる理由として、「保育者がその

自然物を積極的に準備し、保育に取り入れているから」と答えた保育者とその項目を選択しなか

った保育者とを比較すると、「科学的な視点」で有意差が認められたことである(図 11   p<.05 )。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 12 大木の設置と自然遊びの意義 

図 11 砂・土遊びがよくみられる理由と自然遊びの意義 
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つまり、砂・土を積極的に保育に取り入れている保育者は、そうでない保育者よりも、自然遊び

によって「科学的な目が養われる」と考えている人が多い、ということである。また、大木が設

置されている施設の保育者は自然遊びの意義として、「五感が研ぎ澄まされる」を選んでいる人

が多いという結果が出た(図 11  p<.01 )。保育者が大木という物的環境について子どもの育ちに

とっての意義を感じていることがうかがえる。(3)において、公立で大木の設置率が有意に高いが、

公立の回答者は全回答者の約 6 割に相当する。 

さらに、園庭の物的環境と自然遊びの意義についての相関を検討した(表 2、Pearson の相関係

数)。適切な分析法と言えるかどうかは検討の必要があるが、全体の概略を知る一つの方法とした

い。結果をみると、「手洗い場」があることは、「感性が豊かに」「心身の解放・安定」と弱い

相関が、「砂場」があることは、「感性が豊かに」「心身の解放・安定」と相関が、「五感が研

ぎ澄まされる」と弱い相関が認められた。また、「地面」「雑草」があることは、「感性が豊か

に」「心身の解放・安定」と弱い相関が、「花壇」があることは、「心身の解放・安定」「感性

が豊かに」と弱い相関が、「ブランコ」があることは、「心身の解放・安定」と弱い相関が認め

られた。さらに、「滑り台」があることは、「心身の解放・安定」「感性が豊かに」と弱い相関

が、「その他」の設備があることは、「心身の解放・安定」と弱い相関が認められた。 

この結果から、園庭の環境は総体的に、感性が豊かになり、心身が解放され安定する場である

と保育者がとらえていることが推察される。しかし、該当率の高い項目同士で相関が出ているた

め、意味のある結果とは言い難い面もある。なお、「自然環境を壊す」「コストがかかる」「衛

生面が問題」「危険が多い」を選択した保育者は 0%であったため、検討から除外した。また、

「川」「池」についても全ての項目で相関が認められなかったことから、表記から省いた。 

 

表 2 園庭の物的環境と自然遊びの意義 

 園庭の物的環境 

 手洗い場 砂場 地面 雑草 花壇 大木 石 山 ブランコ 滑り台 うんてい その他

自然遊びの意義             

自然の大切さ  .118  .180*  .126*  .027  .084  .090  .065  .036  .047  .134*  .064  .062  

心身の解放・安定 .319*** .495*** .278*** .247*** .331*** .103  .139* .147** .257*** .356*** .129* .202***

感性の豊かさ  .328*** .514*** .285*** .252*** .275*** .110  .085  .034  .197*** .295*** .081  .156** 

五感の働き  .178**  .238*** .137*  .104  .152** .187** .137* .125* .062  .112*  .077  .051  

様々な表現方法  .122*  .119*  .058  .100  .053  -.050  -.050  .020  -.019  .020  -.051  -.111  

科学的な視点  .084  .091  .105  .052  .130* .074  .085  .003  .085  .173**  .053  .113* 

造形的技術の獲得 -.102  -.026  -.101  .051  .000  -.005  .036  .002  .072  .025  .006  -.010  

その他  .052  .083  .073  .003  .082  -.061  .078  .079  .046  -.030  .066  .122  

自然の園庭の物的環境（設置なし 0、設置あり 1）、自然遊びの意義（選択なし 0、選択あり 1） として回答を数値化

表中の数値は相関係数     * p<.05 ** p<.01 *** p<.001
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まとめと今後の課題 

 

もとより遊びは素材別に分けることはできないが、自然材を窓口に研究を進めた結果、9 割以

上の保育所（園）や幼稚園で、砂・土、水、草花や木、雪を活かした遊びを行われていること、

砂場、花壇、手洗い場、地面、雑草などの物的環境が 9 割以上整っていることが確認された。そ

して、保育者の直接的な援助よりもそれらの環境が整っていることが、砂・土、水、草花や木、

雪の遊びが生まれる一番の要因である、と保育者が認識していることも明らかになった。この結

果から、保育所や幼稚園では園庭の物的環境の存在意義は大きく、環境を通して行う保育・教育

の重要性が感じ取れる。また、砂場や大木など一部の物的環境については、保育者が子どもの育

ちに関しての意義を感じている点も明らかになった。もちろん、本研究では子どもの内面の検討

はなされていないため、この結果は保育者側の結論となる。ただ、前述したように、子どもの遊

びの要因には様々な人的・心理的環境がかかわっており、保育者がいるという安心感や大好きな

友達の存在が環境に目を向けさせるという観点も考えられる。物的環境の影響とあわせて、子ど

もの側からも環境と向き合う動機やかかわり続ける要因について幅広く検討する必要がある。 

本研究では、自由記述に関する分析は行わなかったが、その中から自然材の遊びに関するとら

えについて興味深い記述がみられた。「しゃぼん玉遊び」は多く見られた遊びの一つだが、風の

遊びと答えた保育者、光の遊びと答えた保育者、水の遊びと答えた保育者がいた。これは、「な

にに興味があるのか、なにを今経験しているのか」という対象に対する保育者のとらえ方の違い

と考えることができる。つまり、保育者の素材観、子どもの遊びをとらえる感性が大きく影響し

ているということである。「ブランコで風を感じる」という記述からは、ブランコや滑り台、う

んていなども間接的に自然材と触れられる固定遊具として考えることで、園庭の環境をさらに活

かすことができることを示唆している。「海が近いので砂に不自由しない」という記述からは、

地域の特性を活かした保育の可能性も感じられる。日本は自然が豊かであるにもかかわらず自然

保護の思想が貧困であり、自然と親しむ教育も不十分であるとも言われている 9)ことを鑑み、園

庭以外の自然環境の活用を家庭や地域の活動も含めて考えていく必要があると思われる。また、

「紫外線の関係で日光浴はしていない」「園庭の石は拾っているので、石蹴り遊びはしない」と

の記述に見られるように、自然材に対する危険性についても改めて考える機会となった。自然遊

びの意義と両輪で個別に配慮しながら保育を展開していく必要性が感じられる。また、「陣地取

り」などのように園庭全体の空間にかかわる遊びを挙げた保育者も少なくない。自然遊びの意義

についての項目で「その他」を選んだ保育者の中には、体力面や友達関係の記述も見られた。園

庭という空間は子どもたちの心身の動きに関する意義も含まれる。さらに、「ジュース作り」や、

「洗濯ごっこ」などのごっこ遊びでは、自然材以外の材料や子どもが操作しやすい道具のあり方

も大きくかかわっている。人的環境の側面からみれば、園庭は異年齢の子どもたちが交流すると

いう特性もある。このように、園庭の意義の認識や自然遊びについては多様な実態があることが

わかる。 

かこさとし(1986）は、「石けり」の遊びから、「遊ぶさいに、その大地の土や泥や砂や粘土、

小石や砂利の様相の差異、色の変化、しめり気、高低、ときには雑草やアリがいることを知る」

「子ども達は遊びを通して、人間のいとなむ生活や社会が入りくんで複雑で変化があり、それに
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対応していくのが人間であり、そうした試みに挑戦し、失敗し、工夫し、成功し、そして満足を

うることができる」と語っているが 10)、このことは自然遊びが人的・心理的環境にも大きくかか

わっていることを端的に表している。また、日名子太郎(2000)は「保育室も保育する」と言った

が 11)、園庭が子どもを保育する、というこれまでの感覚の内実が本研究で少し明らかになったよ

うな感を覚える。 

園庭にある砂場や水、草花や木などの自然環境は保育者が意図して用意した空間である。しか

し、開園当初の園庭環境の設置に直接携わっている保育者は一握りであろう。園庭の環境がどの

ような意図で構成されているのかということも含め、今ある環境をいかに子どもの育ちに活かし

ていけるのか、今後も園庭全体の環境をとらえながら様々な窓口から検討を重ねていきたい。 
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